
平成２９年９月６日 
総務省公共サービス改革推進室 

 

民間競争入札実施事業 

法務省／法務本省内ＬＡＮシステム等の更新整備及び運用管理業務の評価（案） 

 

 競争の導入による公共サービスの改革に関する法律（平成 18年法律第 51号）第７条

第８項の規定に基づく標記事業の評価は以下のとおりである。 

記 

Ⅰ 事業の概要等 

事  項 内  容 

事業概要 法務本省内ＬＡＮシステム等に係る以下の業務を実施。 

１．更新整備に係る役務 

  統括管理・設計・構築・テスト・移行及び教育訓練 

２．運用管理業務に係る役務 

 ・運用管理業務の管理 

 ・運用管理業務（システム運用・システム管理・機器保守） 

実施期間 平成２６年６月１３日から平成３１年３月３１日 

受託事業者 新日鉄住金ソリューションズ株式会社 

契約金額（税抜） 1,189,450,000円 

入札の状況  ２者応札（説明会参加＝３５者／予定価内＝２者） 

 

Ⅱ 評価 

１ 概要 

終了プロセスへ移行することが適当である。 

 

２ 検討 

（１）評価方法について 

法務省から提出された平成 27 年 2 月から平成 29 年 1 月までの間の実施状況につい

ての報告（別添）に基づき、サービスの質の確保、実施経費等の観点から評価を行う。 

 

（２）対象公共サービスの実施内容に関する評価 

評価事項 測定指標 評価 

本省内ＬＡＮの

稼動率 

本省内ＬＡＮ全体の１年間の稼

動率は９９．９%以上 

本省内ＬＡＮの稼動率は、平成27年2月1

日～平成28年1月31日は99.97%、平成28年

2月1日～平成29年1月31日は99.99%であ

り、サービスの質は確保されている。 

資料４ 



ヘルプデスク利

用者アンケート

調査結果 

アンケート回収率は９５％以上 

かつアンケート調査結果の基準

スコアは７５点以上 

ヘルプデスク満足度調査の回収率は、平

成27年2月1日～平成28年1月31日は

98.9%、平成28年2月1日～平成29年1月31

日は100%である。 

また、アンケート調査結果の平均スコア

は、平成27年2月1日～平成28年1月31日は

79.24点、平成28年2月1日～平成29年1月

31日は81.73点であり、サービスの質は確

保されている。 

セキュリティ上

の重大障害件数 

１年間のセキュリティ上の重大

障害件数は０件 

セキュリティの重大障害の発生件数は０

件であるため、サービスの質は確保され

ている。 

本省内ＬＡＮ運

用上の重大障害

件数 

１年間の本省内ＬＡＮ運用上の

重大障害発生件数は０件 

本省内ＬＡＮ運用上の重大障害件数は、

平成27年2月1日～平成28年1月31日は1

件、平成28年2月1日～平成29年1月31日は

0件である。そのうち1件は、受託事業者

から改善策が提示され、承認を行った上

で対策を講じているため、サービスの質

は確保されている。 

保守要員到着時

間 

保守要員が中央合同庁舎第６号

館に到着する時間は、障害発生

から３時間以内 

障害発生から保守要員が到着するまでの

最長時間は、障害発生から0分（常駐）で

あるため、サービスの質は確保されてい

る。 

目標復旧時間 測定対象サービスについては４

時間以内 

その他のサービスについては２

４時間以内 

測定対象サービスに関する最長障害復旧

時間は、平成27年2月1日～平成28年1月31

日は59分、平成28年2月1日～平成29年1月

31日は1分である。また、その他のサービ

スに関する最長障害復旧時間は、平成27

年2月1日～平成28年1月31日は4時間56

分、平成28年2月1日～平成29年1月31日は

障害が発生していない。 

いずれの指標も満たしているため、サー

ビスの質は確保されている。 

平均復旧時間 本省内ＬＡＮを構成する全ての

機器等の１年間の平均復旧時間

は、４時間以内 

平均復旧時間は、平成27年2月1日～平成

28年1月31日は1時間、平成28年2月1日～

平成29年1月31日は1分であるため、サー

ビスの質は確保されている。 



障害発生等通知

時間 

障害の発生を通知するまでの時

間は、障害発生検知から１０分

以内 

また、サービス提供再開予定時

刻を通知するまでの時間は、障

害発生検知から１時間以内、ま

た、障害発生検知が運用業務時

間外の場合は、保守要員到着か

ら１時間以内 

障害の発生を通知するまでの時間は、平

成27年2月1日～平成28年1月31日は、2件

が10分を超過した。平成28年2月1日～平

成29年1月31日は全て10分以内である。10

分を超過した2件においては、受託事業者

から改善策が提示され、承認を行った上

で対策を講じている。 

また、サービス提供再開予定時刻を通知

するまでの最長時間は、障害発生検知か

ら全て1時間以内である。 

これらのことから、サービスの質は確保

されている。 

当日回答率 ユーザ（ヘルプデスクを利用す

る者等）からの問合せに対する

当日中の回答率は、年間９５%

以上 

ユーザからの問合せに対する当日中の回

答率は、平成27年2月1日～平成28年1月31

日は99.7%、平成28年2月1日～平成29年1

月31日は100%であり、サービスの質は確

保されている。 

セキュリティ関

係修正プログラ

ムに関する通知

等 

製品メーカー等の発表後、セキ

ュリティ関係修正プログラムの

通知をするまでの時間は、２４

時間以内 

製品メーカー等の発表後、セキ

ュリティ関係修正プログラム適

用等に係る対応方針を通知する

までの時間は、４８時間以内 

セキュリティ関係修正プログラムの通知

をするまでの最長時間は、製品メーカー

等の発表から全て24時間以内である。 

また、セキュリティ関係修正プログラム

適用等に係る対応方針を通知するまでの

最長時間は、製品メーカー等の発表から

全て48時間以内である。 

このため、サービスの質は確保されてい

る。 

 

 

 

（３）主な改善事項 

   入札期間を法定期間よりも１か月以上長くとることで入札参加検討事業者に十

分な検討時間を確保するとともに，約２か月の平行稼動移行期間を確保した。さら

に，業務責任者の資格及び実務経験について，担当する役割に応じて必要となる IT

スキル標準の達成度指標を明記した上で，実務経験年数を個別に定めることにより，

入札参加検証事業者へ入札参加の判断基準を提供した。 

   また，入札公告を行う前に意見公募手続（パブリックコメント）を実施し，事前

に入札の概要を周知することにより，入札への参加を促した。 



 

（４）民間事業者からの改善提案による実施事項 

  ア 利便性の向上 

・ 運用管理担当者経由で受付を行っていたヘルプデスクの問合せ業務につい

て、部局担当者から直接受付を行う体制へ変更したため、運用管理担当者の

負荷を軽減し、また利用者への対応速度を向上した。 

  イ セキュリティ対策の強化 

・ セキュリティの脆弱性情報に対する対応目処や対応状況について一覧表を

作成し、運用管理担当者の判断基準について定型的な項目を設け、判断ポイ

ントを整理することで、脆弱性に対する対応を強化した。 

・ 実行形式ファイルが添付されたメールの受信、及び実行形式ファイルのイ

ンターネットからのダウンロードを禁止する設定を行うことで、標的型攻撃

やマルウェア感染への対策を強化した。 

ウ 運用の効率化 

・ 端末の貸出業務について、貸出機管理台帳を整理し、運用管理担当者とヘ

ルプデスク間で共有することで、貸出機在庫状況の把握を容易にし、効率化

を行った。 

・ 設定変更作業の際に受託事業者が提出する作業計画書について、フォーマ

ットの再整備を行い、内容把握及び履歴管理を容易とした。 

・ 不正接続監視装置において、不正に接続された機器を検知した際の対応フ

ローについて、受託事業者からの情報提供及び対応方針について再整備を行

い、台帳化を行うことで、対応の迅速化及び履歴管理を容易とした。 

 

３ 実施経費 

 全体経費 運用管理経費 運用管理以外経費 

従前経費 1,302,055千円 918,498千円 383,557千円 

実施経費 1,189,450千円 817,647千円 371,803千円 

差額 112,605千円（8.6%） 100,851千円（11.0%） 11,754千円（3.1％） 

 

４ 評価のまとめ 

業務の実施にあたり確保されるべき達成目標として設定された質については、本省

内ＬＡＮ運用上の重大障害の発生及び障害発生等通知時間について、事業期間初期で

逸脱が発生しているものの、改善策を講じて問題無い状態を達成したと評価できる。

また、民間事業者の改善提案により、ヘルプデスクの受付の迅速化や標的型攻撃やマ

ルウェア感染対策の強化など、民間事業者のノウハウと創意工夫の発揮が業務の質の

向上に貢献したものと評価できる。 

実施経費についても、8.6％の経費削減が図られており、公共サービスの質の維持向



上、経費の削減の双方の実現が達成されたものと評価できる。 

５ 今後の方針 

本事業の市場化テストは今期が１期目であり、事業全体を通じての実施状況は以下

のとおりである。 

① 実施期間中に受託民間事業者への業務改善指示等の措置はなく、また法令違反行

為等もなかった。

② 外部有識者で構成している契約監視会議において、チェックを受ける予定である。 

③ 入札において、２者の応札であり、競争性が確保されていた。

④ 確保されるべき公共サービスの質において、全ての目標を達成していた。

⑤ 経費削減について、従来経費から約 8.6％の削減効果をあげた。

以上のことから、本事業については「市場化テスト終了プロセス及び新プロセス運

用に関する指針」（平成 26年３月 19日官民競争入札等監理委員会決定）Ⅱ．１．（１）

の基準を満たしており、今期をもって終了プロセスへ移行することが適当であると考

えられる。 

なお、市場化テスト終了後の次期事業においても、これまでの官民競争入札等監理

委員会における審議を通じて厳しくチェックされてきた公共サービスの質、実施期間、

入札参加資格、入札手続き及び情報開示に関する事項等を踏まえた上で、法務省自ら

公共サービスの質の維持向上及びコスト削減を図っていくことを求めたい。 
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平成２９年 7 月 7 日 
法 務 省 

 
民間競争入札実施事業 

法務本省内ＬＡＮシステム等の更新整備及び運用管理業務の実施状況について 

 

１．事業の概要 

「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」（平成１８年法律第５１号）に基づく民間競

争入札を行い，以下の内容により，平成２６年度から法務本省内ＬＡＮシステム等の更新整備及び運

用管理業務を実施している。 

  

（１）業務内容 

（ア） 更新整備に係る役務 
Ａ 統括管理 
Ｂ 設計 
Ｃ 構築 
Ｄ テスト 
Ｅ 移行 
Ｆ 教育訓練 

（イ） 運用管理業務に係る役務 
Ａ 運用管理業務の管理 
Ｂ 運用管理業務の内容 
(Ａ) システム運用 

a 障害対応 
b 利用者支援業務（ヘルプデスク） 
c 法務省担当職員支援業務 
d ユーザ管理 
e グループウェア管理業務 
f ホームページコンテンツアップロード作業 
g 定期メンテナンス業務（休日作業） 
h 研修 
i 報告 
j 定期的な運用管理業務（日次，隔週，月次） 

(Ｂ) システム管理業務 
a 構成管理 
b クライアント端末管理 
c ソフトウェアバージョン管理 
d ログ管理 
e 性能管理 
f 資源管理 
g 障害管理 
h 情報セキュリティ管理 
i 運用管理及び機器保守手順書等管理 
j その他 

(Ｃ) 機器保守業務 
a 機器保守等 
b 連絡調整 
c その他 

 

 

別 添 



2 
 

（２）契約期間 

平成２６年６月１３日から平成３１年３月３１日まで 

 

（３）受託事業者 

新日鉄住金ソリューションズ株式会社 

 

（４）受託事業者決定の経緯 

入札参加者（二者）から提出された平成２６年度から平成３０年度までの法務本省内ＬＡＮシス

テム等の更新整備及び運用管理業務に係る提案書等について審査した結果，当省が定めた評価項目

の要求要件を全て満たしていることを確認した。 

入札価格については，平成２６年６月３日に開札した結果，予定価格の範囲内であり，総合評価

落札方式（加算方式）により新日鉄住金ソリューションズ株式会社が落札者となった。 

 

 

２．確保されるべきサービスの質の達成状況及び評価 

民間競争入札実施要項において定めた民間事業者が確保すべきサービスの質の達成状況に対する当

省の評価は，以下のとおりである。 

評価事項 測定指標 評価 

本省内ＬＡＮの

稼動率 

本省内ＬＡＮ全体の１年間の稼

動率は９９．９%以上 

本省内ＬＡＮの稼動率は，平成27年2月1日

～平成28年1月31日は99.96580%，平成28年

2月1日～平成29年1月31日は99.99943%で

あり，サービスの質は確保されている。 

ヘルプデスク利

用者アンケート

調査結果 

アンケート回収率は９５％以上 

かつアンケート調査結果の基準

スコアは７５点以上 

ヘルプデスク利用者アンケートの回収率

は，平成27年2月1日～平成28年1月31日は

98.9%，平成28年2月1日～平成29年1月31日

は100%である。 

また，アンケート調査結果の平均スコア

は，平成27年2月1日～平成28年1月31日は

79.24点，平成28年2月1日～平成29年1月31

日は81.73点であり，サービスの質は確保

されている。 

セキュリティ上

の重大障害件数 

１年間のセキュリティ上の重大

障害件数は０件 

セキュリティの重大障害の発生件数は０

件であるため，サービスの質は確保されて

いる。 

本省内ＬＡＮ運

用上の重大障害

件数 

１年間の本省内ＬＡＮ運用上の

重大障害発生件数は０件 

本省内ＬＡＮ運用上の重大障害件数は，平

成27年2月1日～平成28年1月31日は1件，平

成28年2月1日～平成29年1月31日は0件で

あるが，受託事業者から改善策が提示さ
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れ，承認を行った上で対策を講じているた

め，サービスの質は確保されている。 

保守要員到着時

間 

保守要員が中央合同庁舎第６号

館に到着する時間は，障害発生

から３時間以内 

障害発生から保守要員が到着するまでの

最長時間は，障害発生から0分（常駐）で

あり，全て3時間以内であるため，サービ

スの質は確保されている。 

目標復旧時間 測定対象サービスについては４

時間以内 

測定対象サービス以外について

は２４時間以内 

測定対象サービスに関する最長障害復旧

時間は，平成27年2月1日～平成28年1月31

日は59分，平成28年2月1日～平成29年1月

31日は1分であり，全て4時間以内である。

また，測定対象サービス以外に関する最長

障害復旧時間は，平成27年2月1日～平成28

年1月31日は4時間56分，平成28年2月1日～

平成29年1月31日は障害が発生しておら

ず，全て24時間以内である。 

このため，サービスの質は確保されてい

る。 

平均復旧時間 本省内ＬＡＮを構成する全ての

機器等の１年間の平均復旧時間

は，４時間以内 

平均復旧時間は，平成27年2月1日～平成28

年1月31日は1時間，平成28年2月1日～平成

29年1月31日は1分であり，全て4時間以内

であるため，サービスの質は確保されてい

る。 

障害発生等通知

時間 

障害の発生を通知するまでの時

間は，障害発生検知から１０分

以内 

サービス提供再開予定時刻を通

知するまでの時間は，障害発生

検知から１時間以内，また，障

害発生検知が運用業務時間外の

場合は，保守要員到着から１時

以内 

障害の発生を通知するまでの時間は，平成

27年2月1日～平成28年1月31日は2件が10

分を超過し，平成28年2月1日～平成29年1

月31日は全て10分以内であるが，受託事業

者から改善策が提示され，承認を行った上

で対策を講じている。 

また，サービス提供再開予定時刻を通知す

るまでの最長時間は，障害発生検知から全

て1時間以内であるため，サービスの質は

確保されている。 

当日回答率 ユーザ（ヘルプデスクを利用す

る者等）からの問合せに対する

当日中の回答率は、年間９５%以

上 

ユーザからの問合せに対する当日中の回

答率は，平成27年2月1日～平成28年1月31

日は99.7%，平成28年2月1日～平成29年1月

31日は100%であり，サービスの質は確保さ

れている。 
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セキュリティ関

係修正プログラ

ムに関する通知

等 

製品メーカー等の発表後，セキ

ュリティ関係修正プログラムの

通知をするまでの時間は，２４

時間以内 

製品メーカー等の発表後，セキ

ュリティ関係修正プログラム適

用等に係る対応方針を通知する

までの時間は，４８時間以内 

セキュリティ関係修正プログラムの通知

をするまでの最長時間は，製品メーカー等

の発表から全て24時間以内である。 

また，セキュリティ関係修正プログラム適

用等に係る対応方針を通知するまでの最

長時間は，製品メーカー等の発表から全て

48時間以内である。 

このため，サービスの質は確保されてい

る。 

 

 

３．実施経費の状況及び評価  

（１）実施経費 

①実施経費（平成２６年６月～３１年３月まで，運用期間は平成２７年２月～３１年３月まで） 

１，１８９，４５０千円（税抜き） 

②実施経費のうち、運用管理に係る経費 

   ８１７，６４７千円（税抜き） 

（２）経費削減効果 

   ①実施経費 

市場化テスト実施前経費（平成７年４月～２６年３月まで，運用期間は平成２２年４月～２６年

３月まで） 

１，３０２，０５５千円（税抜き） 

（市場化テスト実施前経費） － （実施経費） 

  ＝１，３０２，０５５千円  － １，１８９，４５０千円 

  ＝△１１２，６０５千円   削減率 △８．６％ 

②実施経費のうち，運用管理に係る経費 

市場化テスト実施前経費 

   ９１８，４９８千円（税抜き）   

（市場化テスト実施前経費） － （実施経費） 

  ＝９１８，４９８千円  － ８１７，６４７千円 

  ＝△１００，８５１千円   削減率 △１１．０％ 

（３）評価 

市場化テスト実施前経費と比較し，複数年で約８．６％（１１２，６０５千円）の経費節減効果

があった。そのうち，運用管理に係る経費については，複数年で約１１．０%（１００，８５１千円）

の経費節減効果があった。 

 

 

４．民間事業者からの改善提案による改善実施事項等  
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民間事業者から報告される業務報告書等において，以下のとおり利便性の向上，セキュリティ対策

の強化，運用の効率化等の観点から随時改善提案がなされ，実施されている。 

（１） 利便性の向上 

・運用管理担当者を経由して受付を行っていた利用者からの問合せ業務について，部局担当者

から運用保守員へ直接受付を行う体制に変更し，また，利用者から多くの問合せが寄せられ

る内容をＦＡＱサイトに掲載することにより，問合せ業務に要するコストを削減するととも

に，利用者が早期に疑問点について解決が可能となり，利便性が向上した。 

（２） セキュリティ対策の強化 

・セキュリティの脆弱性情報に対する対応目処や対応状況について一覧表を作成し，運用管理

担当者の判断基準についても定型的な項目を設け，判断ポイントを整理することで，脆弱性

に対する対応を強化した。 

・実行形式ファイルが添付されたメールの受信及び実行形式ファイルのインターネットからの

ダウンロードを禁止する設定を行うことで，標的型攻撃やマルウェア感染への対策を強化し

た。 

（３） 運用の効率化 

・端末の貸出業務について，貸出機管理台帳を整備し，運用管理担当者と運用保守員との間で

情報を共有することで，貸出機在庫状況の把握を容易にした。 

・設定変更作業の際に受託事業者が運用管理責任者宛てに提出する作業計画書について，フォ

ーマットの再整備を行い，内容把握及び履歴管理を容易にした。 

・不正接続監視装置において，不正に接続された機器を検知した際の対応フローについて，受

託事業者からの情報提供及び対応方針について再整備を行い，台帳化を行うことで，対応の

迅速化及び履歴管理を容易とした。 

 

５．全体的な評価 

平成２６年６月から実施している本事業において，実施期間中に民間事業者が業務改善指示等を受

け又は業務に係る法令違反行為等を行った事案はなかった。また，本事業の入札においては，二者か

らの応札があり，競争性は確保されていた。さらに，ヘルプデスク利用者に対する満足度のアンケー

ト調査を実施したところ，基準スコアを大きく上回る平均点であり，項目別集計結果においては，全

ての項目において，「満足」とする回答及び「ほぼ満足」とする回答と合わせて６８％を超え，「やや

不満」とする回答が１つの項目で３％あった以外はいずれも「普通」という回答となっていることか

ら，公共サービスの質の維持・向上が確保されているものと評価できる。 

報告書等によりシステムの運用状況を確認したところ，本事業に起因する個人情報等の機微な情報

の流出等や法務本省内ＬＡＮシステムに係る重大障害により業務に多大な支障が生じる事態は発生し

ておらず，メールサービス，グループウェア等日常業務に利用するサービスの稼動率は基準値を満た

している。 

このように，実施要項において設定したサービスの質は確保されており，法務本省内ＬＡＮシステ

ムの更改及び運用保守業務は，法務本省内ＬＡＮシステムの運営に係る業務の確実な実施及びＬＡＮ

システムの利用者への継続的かつ安定的なサービスの円滑な提供に資するという目的を達成している
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ものと評価できる。 

なお，本事業の実施状況については，法務省大臣官房会計課が主催する外部有識者で構成される契

約監視会議において，チェックを受ける予定である。 

 

６．今後の事業  

以上のとおり，本事業については，総合的に判断して良好な実施結果を得られていることから，次

期事業においては，「市場化テスト終了プロセス及び新プロセス運用に関する指針」（平成２６年３

月１９日官民競争入札等監理委員会決定）に基づき，終了プロセスへ移行した上で，自ら公共サービ

スの質の維持と経費削減を図っていくこととしたい。 
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（別紙） 

 

ヘルプデスク満足度調査結果 

 

 

１． 調査対象者 

平成２７年２月から２９年３月までの期間にヘルプデスクを利用した職員（１，５３７人） 

    平成２７年度    ８８１人 

    平成２８年度    ６５６人 

 

２． 項目別集計結果（各項目：100 点満点） 

  

 （１）平成２７年度調査結果 

   満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満 各項目の 

点数 

問合せから回答までに要した時間 １２％ ６４％ ２１％ ３％ ０％ ７７．０点 

回答又は手順に対する説明の的確さ １２％ ６１％ ２７％ ０％ ０％ ７７．０点 

回答又は手順に対する結果 １５％ ７６％ ９％ ０％ ０％ ８１．２点 

ヘルプデスク担当者の対応（言葉遣

い，親切さ，丁寧さ等） 
１８％ ７３％ ９％ ０％ ０％ ８１．８点 

全体の

平均点 
７９．２点 

 （２）平成２８年度調査結果 

   満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満 各項目の 

点数 

問合せから回答までに要した時間 １４％ ５４％ ３２％ ０％ ０％ ７６．４点 

回答又は手順に対する説明の的確さ ３０％ ４８％ ２２％ ０％ ０％ ８１．５点 

回答又は手順に対する結果 ５０％ ３６％ １４％ ０％ ０％ ８７．１点 

ヘルプデスク担当者の対応（言葉遣

い，親切さ，丁寧さ等） 
２９％ ５０％ ２１％ ０％ ０％ ８１．４点 

全体の

平均点 
８１．７点 

（スコアの算出方法） 

 各項目とも満足１００点，ほぼ満足８０点，普通６０点，やや不満４０点，不満０点として，各利用者

がアンケートに回答した結果の全体の平均点をもってヘルプデスク満足度としている（基準スコア７５点）。 


